
公益大学よ、地域とともに「大きく育て」！
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長
い
間
、
日
本
の
大
学
は

高
度
な
専
門
的
学
術
研
究
を

す
る
と
こ
ろ
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
濃
く
、「
ま
ち
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
」
と
い
っ
た
公

共
的
役
割
に
は
関
心
を
示
す

ケ
ー
ス
が
少
な
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

雰
囲
気
の
中
の
2
0
0
1
年

4
月
、
持
続
可
能
な
地
域
社

会
を
整
備
し
、
ま
ち
や
地
域

全
体
、
そ
し
て
何
よ
り
も
全

住
民
全
体
の
暮
ら
し
を
よ
り

良
く
す
る
こ
と
こ
そ
最
大
課

題
で
あ
る
と
し
て
、
公
設
民

営
方
式
で
開
学
し
た
の
が
東

北
公
益
文
科
大
学
で
す
。
大

学
施
設
は
地
域
・
住
民
へ
の

開
放
を
前
提
に
設
計
・
建
設

さ
れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
四

方
に
は
門
も
塀
も
な
く
、
開

学
当
初
か
ら
地
域
と
の
連

携
、
相
互
貢
献
を
旗
幟
と
し

て
掲
げ
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
私
に
と
っ
て

特
に
こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る

の
は
、
ド
イ
ツ
・
バ
ー
デ
ン

＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
に

あ
る
「
大
学
街
」
と
し
て
有

名
な
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
で

す
。
こ
の
地
を
8
回
ほ
ど
訪

れ
ま
し
た
が
、
中
世
の
美
し

い
歴
史
的
建
物
が
多
く
保
存

さ
れ
て
お
り
、
豊
か
な
自
然

の
中
に
あ
る
文
化
と
歴
史
の

芳
醇
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
街
に
あ
る
テ
ュ
ー
ビ

ン
ゲ
ン
大
学
は
1
4
7
7
年

の
創
設
で
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン

（
詩
人
）、メ
ー
リ
ケ（
詩
人
）、

ヘ
ー
ゲ
ル
（
哲
学
）、
シ
ェ

リ
ン
グ
（
哲
学
）、ケ
プ
ラ
ー

（
天
文
学
）
を
輩
出
す
る
な

ど
、
今
で
も
人
文
科
学
お
よ

び
社
会
科
学
に
お
い
て
伝
統

的
な
実
績
を
誇
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
1
8
6
3
年
に

は
ド
イ
ツ
で
初
め
て
の
理
学

部
が
設
置
さ
れ
、
自
然
科
学

や
生
命
科
学
の
分
野
で
も
確

固
た
る
地
歩
を
築
き
、
こ
れ

ま
で
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者

も
十
数
名
を
数
え
ま
す
。
街

の
人
口
は
約
9
万
人
で
、
う

ち
約
3
万
人
は
学
生
で
す
。

街
の
い
た
る
所
に
大
学
の
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
る
「
椰

子
の
木
」
の
紋
章
を
掲
げ
た

教
室
や
研
究
室
が
あ
り
、
肉

屋
の
2
階
が
教
室
だ
っ
た

り
、
文
房
具
店
の
上
階
が
心

理
学
の
研
究
室
だ
っ
た
り
、

古
城
の
中
も
大
学
の
考
古
学

研
究
室
や
博
物
館
と
し
て
使

用
さ
れ
る
な
ど
、
街
を
歩
け

ば
至
る
所
で
大
学
施
設
に
出

く
わ
し
ま
す
。
ま
た
、
街
の

中
を
流
れ
て
い
る
ネ
ッ
カ
ー

川
の
観
光
渡
し
舟
の
営
業
権

益
は
、
何
と
学
生
連
盟
で

す
。
公
園
や
川
筋
の
ベ
ン
チ

な
ど
に
は
テ
キ
ス
ト
を
広
げ

て
勉
強
す
る
学
生
の
姿
が
見

受
け
ら
れ
、
街
全
体
が
大
学

の
キ
ャ
ン
パ
ス
な
の
で
す
。

「
大
学
街
」
と
し
て
注
目
さ

れ
る
所
以
は
、
街
の
人
口
に

占
め
る
大
学
生
の
多
さ
で
は

な
く
、
数
百
年
に
わ
た
っ
て

大
学
と
街
が
自
然
な
姿
で
互

い
に
溶
け
込
み
合
い
な
が
ら

共
生
・
共
存
し
て
い
る
か
ら

な
の
で
す
。

か
つ
て
、
公
益
大
学
の

開
学
を
半
年
先
に
控
え
た

2
0
0
0
年
9
月
、
当
時
酒

田
商
工
会
議
所
会
頭
で
公
益

大
学
設
立
準
備
委
員
の
新
田

嘉
一
氏
（
現
公
益
大
学
理
事

長
）が
酒
田
市
広
報
号
外「
マ

イ

タ
ウ
ン
ズ

キ
ャ
ン
パ

ス
」
に
記
し
た
巻
頭
言
『
自

立
と
共
生
が
「
公
益
」
を
促

す
』
に
次
の
よ
う
な
檄
文
の

一
節
が
あ
り
ま
す
。

「
今
私
が
も
っ
と
も
強
く

感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
地
域

も
人
々
も
、
こ
れ
ほ
ど
自
立

す
る
意
欲
に
乏
し
く
、
し
か

も
共
生
す
る
心
も
欠
い
て
し

ま
っ
た
時
代
は
、
こ
れ
ま
で

無
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
も

た
れ
合
い
や
依
存
心
は
、
経

済
を
も
衰
退
さ
せ
ま
す
。
利

益
と
い
う
目
的
が
あ
っ
て

も
、
一
人
ひ
と
り
が
、
社
会

を
築
き
地
域
を
お
こ
す
主
体

で
あ
る
と
の
意
識
を
持
つ
こ

と
が
必
要
で
す
」。

新
田
氏
の
言
葉
に
は
、
大

学
開
学
の
喜
び
に
浮
か
れ
ず

に
、
疲
弊
す
る
地
域
を
活
性

化
す
る
た
め
に
も
、
地
域
と

大
学
が
連
携
・
協
働
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
双
方
が
変
革
や

再
生
を
行
い
な
が
ら
、
共
同

体
と
し
て
の
「
大
学
ま
ち
づ

く
り
」
に
邁
進
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、

前
述
の
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
の

共
生
・
共
存
に
も
似
た
時
代

を
見
越
し
た
強
い
決
意
が
表

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

開学の年の 3 月 24 日、校舎横では「大きく育て」の願い
のもと、500 人を超える市民などによって苗木約 4000 本
が植樹された
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